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	応用
	抗原情報
	背景
	カリウムチャネルは、機能的および構造的観点の両方から、電位依存性イオンチャネルの中で最も複雑なクラスに属します。その多様な機能には、神経伝達物質の放出、心拍数、インスリン分泌、神経細胞の興奮性、上皮電解質輸送、平滑筋収縮、細胞容積の調節が含まれます。ショウジョウバエでは、shaker、shaw、shab、shalという4つの配列関連カリウムチャネル遺伝子が同定されており、それぞれにヒト相同遺伝子が存在することが示されています。この遺伝子は、電位依存性カリウムチャネルshaker関連サブファミリーのメンバーをコードします。このメンバーは、6つの膜貫通ドメインと、第4セグメントにshaker型リピート配列を有しています。このメンバーは、神経細胞が活動電位に続いて効率的に再分極することを可能にする、遅延整流クラスに属します。 T細胞の増殖に不可欠な役割を果たします。注意：Met-1とMet-53のどちらがイニシエーターであるかは不明です。,ドメイン：N末端はチャネルの不活性化速度の決定に重要な役割を果たす可能性があり、テールはチャネル活性の調節や特定の細胞内区画へのチャネルの標的化に役割を果たす可能性があります。,ドメイン：セグメントS4はおそらく電圧センサーであり、3つおきの位置に一連の正電荷を帯びたアミノ酸が配置されているのが特徴です。,機能：興奮性膜の電圧依存性カリウムイオン透過性を媒介します。膜を挟んだ電圧差に応じて開構造または閉構造をとると、このタンパク質はカリウムイオンが電気化学的勾配に従って通過できるカリウム選択性チャネルを形成します。,配列注意：翻訳によりN末端が延長されます。,類似性：カリウムチャネルファミリーに属します。（Shaker）サブファミリーです。,サブユニット：カリウムチャネルタンパク質のヘテロ四量体。 DLG1、DLG2、DLG4のPDZドメインに結合します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Kv1.3/KCNA3抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	Kv1.3/KCNA3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	1：500に希釈したKv1.3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

